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主体的な学び
対話的な学び
深い学び

※プロフィールは、2021 年３月時点のものです。

［
対
象
・
教
科
・
科
目
］
２
年
生
／
国
語
／
現
代
文
Ｂ
　［
分
野
・
単
元
］
小
説
／
夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』　

［
設
定
時
数
］
全
15
時
間
の
う
ち
の
15
時
間
目
（
Ｐ
．45
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
、
主
体
性
、
多
様
性
、
協
働
性

［
学
習
内
容
］『
こ
こ
ろ
』
に
つ
い
て
生
徒
が
書
い
た
レ
ポ
ー
ト
を
素
材
文
と
し
た
読
解
問
題
に
取
り
組
ま
せ
、「
問

い
」
へ
の
意
識
を
持
た
せ
て
か
ら
、
現
代
文
の
１
年
間
の
授
業
を
振
り
返
っ
て
、「
学
び
を
実
感
し
た
時
」「
学
ぶ

と
は
何
か
」に
つ
い
て
個
人
で
考
察
。
そ
の
後
、４
人
１
組
の
グ
ル
ー
プ
で
各
自
の
考
え
を
出
し
合
い
、共
有
し
た
。

生徒のレポートを素材文とした問題を解く

グループで考えを共有

生徒はまず、對馬先生作成の読解問題に取り組んだ。素
材文は生徒が書いた『こころ』に関するレポートで、そ
れを基に對馬先生が２題作問した。解答時間は５分間。
答え合わせの後、素材文が生徒のレポートであることを
明かし、問いは自身の中から生まれることを実感させた。

４人１組で２つの問いについて考えを述べ合った。「根拠
や論理が大切だと思う」「知識が増えるほど、他教科と関
連していることに気づく」「社会で目標に向かって進んで
いくための準備になる」など、生徒はメンバーの考えを聞
きながら、大事だと思う点をワークシートに書き留めた。

10:45

11:14

本時の概要

つしま・こうき　教職歴５年。同校に赴任して６年目。国語科。「総合的な探究の時間」
の統括も担当。従来の授業スタイルに課題意識を持ち、本質的な学びを追究している。

学校概要
◎ 1950 年に設置された北海道月

つき

寒
さむ

高校石山分校が前身。教育標語に「For the Best」
を掲げる。2005 年度、普通科にデザインアートコースを設置。15 年度、ユネスコスクー
ルに加盟し、カンボジアスタディツアーや寺子屋プロジェクトなどに取り組む。
◎設立　 1980（昭和 55）年
◎形態　全日制／普通科（普通コース・デザインアートコース）／共学　
◎生徒数　１学年約 320 人
◎2020年度入試合格実績（現役のみ）　国公立大は、小樽商科大、北見工業大、北海
道教育大、室蘭工業大、弘前大、釧路公立大、公立千歳科学技術大、公立はこだて未来
大などに 29 人が合格。私立大は、札幌学院大、北星学園大、北海学園大、北海道医療大、
北海道科学大、女子美術大、多摩美術大、桐朋学園大、東洋大などに延べ 300 人が合格。

授 業 実 践

現
代
文

自
ら
問
い
を
立
て
、
考
察
し
て
き
た
１
年
間
の

集
大
成
と
し
て
、「
学
ぶ
と
は
何
か
」
と
問
い
か
け
る

北
海
道
・
市
立
札
幌
平
岸
高
校
　

對つ
し

馬ま

光こ
う

揮き

発問・課題設定をキーに見る
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　初
任
時
か
ら
、
資
質
・
能
力
の
育
成
を

目
指
す
授
業
を
心
が
け
て
き
ま
し
た
。
原

点
は
、
大
学
時
代
の
研
究
活
動
の
中
で
経

験
し
た
レ
ポ
ー
ト
作
成
で
す
。
そ
こ
で
は
、

自
分
で
問
い
を
立
て
、
必
要
な
情
報
を
収

集
し
、
根
拠
に
基
づ
い
て
、
人
に
伝
わ
る

よ
う
に
表
現
し
ま
す
。
そ
の
過
程
に
は
、

自
ら
思
考
す
る
と
い
う
学
び
の
本
質
が
あ

り
、
社
会
で
求
め
ら
れ
る
力
を
つ
け
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
そ
う
し

た
資
質
・
能
力
の
育
成
を
目
指
す
授
業
に

す
る
こ
と
で
、
高
校
で
の
学
び
を
、
大
学

へ
の
通
過
点
で
は
な
く
、
社
会
へ
の
入
り

口
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　学
習
内
容
が
学
び
の
本
質
か
ら
外
れ
な

い
よ
う
、
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
い
る
の
が
、

学
習
指
導
要
領
で
す
。
単
元
の
目
標
は
、

学
習
指
導
要
領
で
使
わ
れ
て
い
る
表
現
で

設
定
し
て
い
ま
す
。
授
業
が
資
質
・
能
力

の
育
成
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
不
安
な
時

は
、
学
習
指
導
要
領
に
立
ち
返
り
ま
す
。

学
び
の
本
質
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
し
つ

つ
、
私
が
面
白
い
と
思
う
こ
と
や
、
生
徒

の
興
味
・
関
心
が
あ
り
そ
う
な
こ
と
を
授

業
に
盛
り
込
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

2

56

●
私
が
目
指
す
授
業

学
び
の
本
質
を
追
究
し
つ
つ
、

自
分
ら
し
い
授
業
を
す
る

問いを立てる大切さを伝える

對馬先生の講評本時の振り返り

對馬先生は、本時のメッセージである「問いは、人から与え
られるものではなく、自分で生み出すもの」を提示。『山月記』
『こころ』、人種差別問題に関する評論の読解などに取り組
んだ 1年間の授業を振り返り、「授業では問いが与えられる
が、社会では自ら問いを立てる力が求められる」と伝えた。

對馬先生は、グループワーク中に机間指導を行った。その
中で聞かれた声として、「簡単に納得しない」「疑うことが大
事」「視野を広げる」などを紹介した。そして、先生自身が
考える９つの学びの要素として、「興味関心・疑問・情報収集・
知識・多角的・課題発見・課題解決・表現・愛」を挙げた。

各自、本時で感じたことをワークシートに記入して提出。
生徒は、「自分の考えを他者と共有できるのは幸せなことだ
と感じた」「複数の意見を知ることは、他者を傷つけない
想像力を持つことにもつながると思った」「自分は学んでい
るんだという実感を持てた」など、様々な気づきを書いた。

10:55

11:2311:30

3「学ぶとは何か」を考察

「現代文の授業で学びを実感した時」「学ぶとは何か」とい
う２つの問いについて、個人で考察。「作者の伝えたいこ
とを、以前よりも理解できた時」「知識を使って自分で新
しい発想を生み出すこと」など、生徒は自身の考えをそれ
ぞれワークシートに記入した。

本時のキー課題

11:00
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私
の
授
業
は
、
本
時
の
中
心
に
据
え
た

「
問
い
は
自
分
で
生
み
出
す
も
の
」
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
基
調
と
し
て
い
ま
す
。

普
段
の
授
業
か
ら
、
生
徒
自
身
が
問
い
を

立
て
、
解
決
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
単
元
で
は
、『
こ
こ
ろ
』
の
主
人
公
や

登
場
人
物
の
Ｋ
に
関
す
る
疑
問
点
を
個
人

で
考
え
た
後
、
４
人
１
組
で
テ
ー
マ
を
決

め
、
情
報
収
集
・
整
理
を
行
い
、
読
み
取
っ

た
内
容
を
ま
と
め
、
発
表
し
ま
し
た
。
例

え
ば
、
Ｋ
が
自
殺
し
た
理
由
が
明
記
さ
れ

て
い
な
い
点
に
着
目
し
た
グ
ル
ー
プ
は
、

「
Ｋ
は
な
ぜ
死
ん
だ
の
か
」
に
つ
い
て
追

究
し
、
Ｋ
が
「
道
」
に
こ
だ
わ
っ
た
こ
と

に
重
き
を
置
き
、
仏
教
の
八は

っ
し
ょ
う
ど
う

正
道
の
思
想

を
切
り
口
に
考
察
を
深
め
ま
し
た
。

　
生
徒
は
、
そ
う
し
た
問
い
を
最
初
か
ら

立
て
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１

年
次
は
、
私
が
提
示
し
た
問
い
を
個
人
や

グ
ル
ー
プ
で
考
え
、「G
PS-A

cadem
ic

」

（
＊
）
を
利
用
し
た
ワ
ー
ク
な
ど
を
通
じ

て
、
視
野
を
広
げ
る
練
習
を
積
み
重
ね
ま

し
た
（
図
１
）。

　
思
考
を
深
め
る
た
め
に
最
も
重
視
し
て

い
る
の
が
、
授
業
の
最
後
に
課
す
レ
ポ
ー

ト
で
す
。
自
分
と
の
対
話
は
他
者
と
の
対

点
に
知
見
を
広
げ
、
考
察
を
深
め
て
き

た
１
年
間
の
授
業
を
振
り
返
り
、「
国
語
」

と
い
う
具
体
か
ら
「
学
習
」
と
い
う
抽
象

に
転
換
し
ま
し
た
。
他
教
科
・
科
目
を
含

め
た
今
後
の
学
習
や
日
常
生
活
で
の
学
び

に
意
識
を
向
け
さ
せ
る
た
め
に
、「
学
ぶ

と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
を
立
て
ま
し
た
。

　『
こ
こ
ろ
』
に
は
、
Ｋ
の
自
殺
を
知
っ
た

話
と
同
様
に
大
切
で
あ
り
、
そ
れ
が

思
考
や
読
解
の
深
さ
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
本
単
元
で
は
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
後
に
、
個
人
の
レ

ポ
ー
ト
を
自
由
な
テ
ー
マ
で
書
か
せ

た
と
こ
ろ
、「
な
ぜ
テ
ー
マ
設
定
が

う
ま
く
で
き
な
い
の
か
」
を
問
い
に

し
、
小
説
の
文
章
構
造
に
原
因
が
あ

る
と
分
析
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し

た
生
徒
が
い
ま
し
た
。

　
レ
ポ
ー
ト
評
価
は
、
３
段
階
と
し

て
い
ま
す（
図
２
）。
問
い（
テ
ー
マ
）

そ
の
も
の
は
、
評
価
対
象
に
し
ま
せ

ん
。
あ
く
ま
で
収
集
し
た
情
報
や
根

拠
の
確
か
さ
、思
考
の
深
ま
り
な
ど
、

レ
ポ
ー
ト
の
内
容
の
質
を
見
ま
す
。

　
定
期
考
査
で
は
、
教
科
書
の
素
材
文
だ

け
で
は
な
く
、
当
該
作
品
に
関
す
る
評
論

な
ど
を
素
材
文
と
し
て
出
題
し
、
汎
用
的

な
読
解
力
を
測
り
ま
す
。

　
ま
た
、
教
科
横
断
型
授
業
も
行
っ
て
い

ま
す
。特
に
、表
現
や
ア
ー
ト
を
通
し
て
読

解
を
深
め
た
り
、
感
性
を
磨
い
た
り
す
る

こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
美

術
科
と
連
携
し
、
１
年
次
に
は
『
羅
生
門
』

の
場
面
を
絵
で
表
現
す
る
活
動
を
、
２
年

次
に
は
『
伊
勢
物
語
絵
巻
』
を
使
っ
て
場

面
や
心
情
の
読
み
取
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
単
元
で
は
、
英
語
科
と
連
携
し
、
イ

ギ
リ
ス
人
翻
訳
者
と
日
本
人
翻
訳
者
が
そ

れ
ぞ
れ
英
訳
し
た
『
こ
こ
ろ
』
を
提
示
し
、

両
者
の
表
現
の
違
い
か
ら
語
句
の
意
味
や

文
脈
の
重
要
性
を
考
え
さ
せ
ま
し
た
。
例

え
ば
、
作
品
中
の
「
き
ま
り
が
悪
い
」
と

い
う
表
現
を
、
イ
ギ
リ
ス
人
翻
訳
者
は

「em
barrassed

（
恥
）」
と
、
日
本
人

翻
訳
者
は
「shy

（
内
気
）」
と
訳
し
て
い

ま
し
た
。
ど
ち
ら
が
適
切
か
を
問
う
と
、

生
徒
は
「
前
者
は
道
徳
的
な
恥
ず
か
し
さ
、

後
者
は
経
験
的
な
恥
ず
か
し
さ
な
の
で
、

こ
こ
で
は
『shy
』
が
適
切
で
は
な
い
か
」

と
、
根
拠
を
も
っ
て
解
答
し
ま
し
た
。

　
本
時
で
は
、
生
徒
が
立
て
た
問
い
を
起

＊　ベネッセのアセスメントの１つで、問題発見・解決に必要な３つの思考力（批判的思考力、協働的思考力、創造的思考力）を選択式、記述・論述式、質問紙で多
面的に測るテスト。

図１　思考力の育成

図２　レポートの評価方法

レポートは、３段階で評価する。生徒が資質・能力を身につけられな
いまま学習が終わってしまっては、教師が責任を果たしたことになら
ないと考え、Ｃだった生徒は個別に指導し、レポートを再提出させて
必ずＢまで引き上げる。Ｂだった生徒は、書き直して評価基準に達し
ていればＡに引き上げる。一度で基準に達しなくても、努力次第で評
価を上げられると思わせることで、学習意欲を高めるのがねらいだ。
なお、レポートの評価が評定に占める比率は３割。

評価基準

A
授業の内容や収集した情報を踏まえて、根拠を示しながら自
分の意見を記すことができている。

B 授業の内容を踏まえて自分の意見を記すことができている。

C 授業の内容を踏まえて自分の意見を記すことができていない。

※図 1・2とも、對馬先生提供資料と取材を基に編集部で作成。

同校では、ベネッセの思考力測定アセスメント「GPS-Academic」を
年１回実施している。對馬先生はそれを活用し、現代文で思考力（批
判的思考力、協働的思考力、創造的思考力）の育成を目的としたグルー
プワークやGPSの事前・事後ワークなどを行っている。

グループワークの例
•ある行動を取る際のメリットとデメリットを比較する。
•犯罪捜査と情報開示についての素材文を読み、自身の主張を論じる。
•ＡＩに取って代わられる仕事は何かを考える。

●
私
の
発
問
・
課
題
設
定
の
観
点

生
徒
が
立
て
た
問
い
を

自
分
た
ち
で
追
究
す
る

●
成
果
と
展
望

授
業
で
の
気
づ
き
を

生
活
や
社
会
で
生
か
し
て
ほ
し
い
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主体的・対話的で深い学び

主
人
公
が
「
ふ
る
え
だ
し
た
」
場
面
が
あ

り
ま
す
。
英
語
科
と
の
教
科
横
断
型
授
業

で
は
、「
ふ
る
え
る
」
の
英
訳
を
『sh

ake

』

『trem
ble

』『shudder

』
の
い
ず
れ

を
用
い
る
べ
き
か
、
答
え
が
１
つ
で
は
な

い
「
問
い
」
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
で
議
論

さ
せ
ま
し
た
。
本
時
の
生
徒
の
振
り
返
り

に
は
、「
様
々
な
分
野
の
知
識
を
取
り
入

れ
る
と
、
さ
ら
に
考
え
が
広
が
り
深
ま
る

と
思
っ
た
」「
自
分
の
思
い
を
相
手
に
伝

え
る
時
、
も
っ
と
丁
寧
に
言
葉
を
選
び
た

い
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、

Ｋ
が
語
る
「
道
」
を
、
倫
理
の
授
業
で
学

ん
だ
道
教
の
「
道
（
タ
オ
）」
と
結
び
つ

け
て
考
え
た
生
徒
も
い
ま
し
た
。
授
業
で

の
学
び
を
普
段
の
生
活
や
社
会
で
の
活
動
、

他
教
科
・
科
目
の
学
び
に
生
か
す
こ
と
も

意
図
し
て
い
る
の
で
、
そ
う
し
た
生
徒
の

内
省
を
見
る
と
う
れ
し
く
感
じ
ま
す
。

　
今
後
の
課
題
は
、
生
徒
の
主
体
性
を
一

層
引
き
出
す
こ
と
で
す
。
レ
ポ
ー
ト
の
評

価
が
Ｂ
の
生
徒
は
、
書
き
直
し
て
基
準
に

達
す
れ
ば
Ａ
に
引
き
上
げ
て
い
ま
す
が
、

自
ら
次
の
行
動
に
移
す
生
徒
は
ま
だ
多
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と
深
く
考
え
た
い
、

上
手
に
自
分
の
考
え
を
表
現
し
た
い
と
思

い
、
率
先
し
て
レ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
む
よ

う
な
主
体
性
を
引
き
出
す
授
業
を
、
こ
れ

か
ら
も
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

単元の指導計画

授 業 実 践

【教科・科目】国語・現代文Ｂ　【分野・単元】小説　【テーマ・作品】夏目漱石『こころ』　【設定時数】全15時間の中の15 時間目
【単元目標】目的や課題に応じて、収集した様々な情報を分析、整理して資料を作成し、自分の考えを効果的に表現する。 

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１
〜
３

教 科 書に掲 載
されている素材
文の 前 段 を読
み、 登 場 人 物
の 設 定と関 係
性を読み取る。

文章を読み、構
成や展開を的確
に捉える。

【知識、技能、判
断力、主体性】

①教科書本文の前段から抜粋した文章を読
む。

②「私」「Ｋ」「お嬢さん」の人物設定と関係
性を把握する。

【主体的な学び】本単元の全体像を説
明し、見通しを持たせた上で、各活動
の目的と意味を伝える。

• ワーク
シート

4
着 目し た 文 や
疑 問 点 を 整 理
する。

主体的・批判的
に文章を読む。

【技能、思考力、
判断力、主体性】

①教科書本文を読む。
②「『私』の発言、または『私』について」「『Ｋ』

の発言、または『Ｋ』について」「その他」
の 3 項目について、着目したことや疑問点
を整理する。

【対話的な学び】解釈に正解はないこ
とを伝える。

• ワーク
シート

13
・
14

教 科 横 断 型 授
業 を 通 じ て、
語句に着目し、
文 脈 を 捉 え 直
し た 上 で 効 果
的に表現する。

語 句 に 着 目 し、
文脈を捉え直し
た上で効果的に
表現する。

【知識、技能、思
考 力、 判 断 力、
表現力、主体性、
多様性、協働性】

①『こころ』のイギリス人翻訳者と日本人翻
訳者の英訳の一部を記載したプリントを配
布し、日本語と英語の表現を比較する。

②「きまりが悪い」という表現を、イギリス
人翻訳者は「embarrassed（恥）」と、日
本人翻訳者は「shy（内気）」と、異なる
訳をしているのはなぜか、どちらが適切か
を、個人で考えた後、グループで議論する。

③各グループの代表が発表する。
④「私はがたがたふるえだした」という表

現の英訳として適切な語句は、「shake」
「tremble」「shudder」のいずれであるかを、
個人で考えた後、グループで議論する。

⑤各グループの代表が発表する。
⑥２つの問いについて、自分の考えを再度整

理して、ワークシートに書く。

【主体的な学び】今回の学習が本時に
とどまらず、今後の学習にも関連する
ことを伝える。

【対話的な学び】個人で思考する時間
を十分に確保してから、意見交換を行
う。

【深い学び】教師による説明を通じて
知識を与え、個人で思考し、他者と意
見交換した後に、再度個人で考える活
動に戻すことによって、視野の広がり
を実感させる。

• 活動の
様子

• ワーク
シート

15

こ れ ま で の 授
業を振り返り、

「 学 ぶ と は 何
か」を考える。

ものの見方、感
じ方、考え方を
深め、人生を豊
かにする態度を
育てる。

【思考力、判断力、
表現力、主体性、
多様性、協働性】

①素材文は生徒が書いたレポートであるこ
とを伏せて、読解問題に取り組ませる。

②答え合わせをしてから、素材文の種明か
しをし、問いは自分の中にあることを説明
する。

③ 1 年間の授業を通じて学びを実感したタ
イミングでこれまでの学習を振り返り、「学
ぶとは何か」を考える。

④ 4 人１組となり、各自の「学ぶ」を発表する。
⑤グループワークで上がった声を紹介する

とともに、教師自身の「学ぶ」も伝える。
⑥本時の振り返りを書く。

【主体的な学び】生徒が書いたレポー
トを素材文にした読解問題で好奇心を
刺激し、学習を自分ごととして捉えら
れるようにする。

【対話的な学び】同じ体験でも、人に
よって感じ方が異なることを実感する
とともに、「学ぶ」についても多様な
捉え方があることに気づく。

【深い学び】自己の振り返りと他者と
の意見交換によって、これまで感覚的
に捉えていた事柄を明確にし、自己の
内にあった「学ぶ」を再発見させる。

• 活動の
様子

• ワーク
シート

※對馬先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。単元の指導計画の全 15 時間分は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.
benesse.jp/）からダウンロードできます。「HOME →教育情報→高校向け」でご覧ください。
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